
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
［第 3グループ内の例会日］  狭山(金)、新狭山(月)、入間(木)、入間南(火)、飯能(水)、日高(火)、狭山中央(火) 

                   所沢(火)、新所沢(月)、所沢西(水)、所沢東(木)、所沢中央(月) 

第 921回(11月 6日)例会の記録  
国際ロータリー第 2570地区 第３グループガバナー補佐訪問 

点 鐘     若松泰誼会長  
合 唱     国歌斉唱、奉仕の理想 
第２副ＳＡＡ  石川君、片山君 
卓話講師    第３グループ 
        ガバナー補佐 平岡達也様 
 

※出席報告 
会員数 出席者数 出席率 前回修正 
30名 27名 89.23％ 96.30％ 

 

  会長の時間         若松会長 
いよいよ来週は鈴木秀

憲ガバナーによります、

我々クラブへの公式訪問

があります。 それに先

立ちまして今回はガバナ

ー補佐訪問と言うことで

平岡達也ガバナー補佐に

おいで頂き、関係書類の

閲覧やご指導を先程頂いた所でございます。いろ

いろとありがとうござました。 

私も 7月に狭山中央ロータリークラブ会長を仰

せつかってから早、4ヶ月が過ぎました。何とか

乗り切っているように見えますが、実はちゃんと

こなしていると言う実感は全くございません。 

皆さんのご協力とアドバイスがございまして、こ

こまで来ているのが現実でありますのでどうかこ

れからの 8 か月も引き続き宜しくお願い致します。 

私は 2000 年 3 月入会ですので 11 年半の年月が

過ぎ、皆さんには随分と長い事お世話になったと

感じておりますが、皆さんから見ましたら多分ま

だまだ“ひよっ子”なんだろうと思います。その

長い年月をかけてるつもりの割にはロータリーの

事に余り知識が無く恥ずかしい限りであります。 

今から約 100 年前にポールハリスさんが仲間 3

人とシカゴでロータリークラブを結成された位は

知っておりますが、その他の事は “都度そうなん

だ”と勉強したり、感心をしたり、している所で

あります。 

そうした中、今年度のＲＩ会長に第 2770 地区の

田中作次さんが日本人としては 3人目の会長にご

就任されました。100 年余りの間に 3人目のＲＩ

会長誕生が多いか少ないかは解りませんが、その

時にロータリー会員として在席出来る事に、そし

て偶然に会長を仰せつかった事を光栄に思ってい

るところであります。 

俄か勉強で知識が入る程簡単ではないかと思い

ますが、気がついた時にやればまだ間に合うと言

うのが私の信念でございますので、ガバナー訪問

を機に少し勉強を始めました。 

私は「今更、人に聞けない、分かり易いロータ

リー」を師としているのですが、この本に限らず

必ず最初に出てくるのがロータリーの綱領であり

ます。中に謳われているのは皆さん良くご存知の

事と思いますが、奉仕の理念であります。 

10月のガバナー月信に鈴木ガバナーからのメッ

セージで｢職業奉仕はロータリーの基本である。ロ

ータリーの綱領をお読み下さい。この綱領と言う

言葉が分かりにくい。『綱領』を『目的』に読み

変えてみて下さい。ロータリーの綱領の多くを職

業奉仕が占めています。ここにロータリーの神髄

があると言う事でしょう。｣と言われています。 

我々も諸先輩の教えに沿ってこれからも奉仕の追

究に努力して参りたいと考えている所であります。 

来週のガバナー訪問時に、クラブ協議会を行い

ます。各委員長さんにおかれましては、年度計画

書に提出して頂いている事業計画を基にで結構で

ございますので各自発表をお願いいたします。 

それから会員増強についてお話します。 

新年度に入り東会員にご入会頂き現在 30 名で

ございます。増員目標は最低 2名でございますの

でもう少し頑張らなくてはなりません。増強委員

長より｢会長が先頭に立って声を出してくれない

と仲々力が入らない｣とお叱りを受けました。正に

その通りであります。私もガバナー公式訪問でも

終わったらと考えていましたので来週過ぎるとも

う言い訳できません。勿論、私も増強委員長も努

力しますが、皆様のご協力がないとなかなか苦し
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いかなと思っています。どうか倍旧のご協力を宜

しくお願い致します。 

それから時期的に会長エレクトによります来季

の人事が決められて行く事かと思います。そして

皆さんにお願いが行く事かと思いますので次年度

会長が気持ち良く行事を進めて行く為にも皆さん

のご協力を重ねてよろしくお願い致します。 

 
 

  幹事報告                稲見幹事 
1. 2013年ＲＩ国際大会ツアー、2次募集につい    
 て 
2. 2020年東京オリンピック招致への協力依頼に
ついて 

3. ロータリーニュースレター11月号について 
4. 狭山ケーブルテレビよりの、モンゴル植樹事
業特別番組放送協力のお礼について 

5. 受贈会報  入間ＲＣ 
6. 回 覧 物  難民を助ける会ＡＡＲニュース 
 
 

  委員会報告    
親睦活動) ) ) ) ) ) ) ) ) ) ) ) ) 益子委員長)

 再来週行われる親睦旅行ですが、現在 20名程度
です。今日で人数確定となりますので、一人でも

多くの方に参加して頂きたいと思いますので、よ

ろしくお願い致します。 
 
 
「外来卓話」・・・・・・・・ 
《 ガバナー補佐訪問 》 

国際ロータリー第 2570地区 
第 3グループガバナー補佐 平岡達也 

 
皆さんこんにちは 
今日はガバナー公式訪問に先立って、ガバナー

補佐訪問で伺いました。 
ガバナー補佐訪問は、原則としてガバナー公式訪

問の 1 週間前にクラブを訪問して、公式訪問の準
備をするためのものです。 
私がガバナー補佐に指名されましたのは、今年

2月にこの会場で行われた IMの少し前でして、IM
では皆様にご挨拶させて頂いたことを覚えており

ます。 
2570地区は5つのグループに分かれておりますの
で、私は第 3 グループのガバナー補佐ということ
ですが、地区の中にガバナー補佐は 5人おります。
それぞれの地区によってガバナー補佐の選び方は

色々あると思うのですが、一つには、ガバナーを

指名された方、ガバナーエレクトにやって頂こう

ということ、これまでの何年かを振り返ってみま

すと、何故か地区の役員歴がない方が多いです。

地区の委員長等をあまりなさらず、ガバナーをさ

れることがこの所多く、そうした意味もあって、

次年度ガバナーを控えてその前年にガバナー補佐

を受けるということは非常に大変なことだと思い

ますが、ロータリーを勉強する意味で、今年度の

ガバナーエレクトに関しましても、ガバナー補佐

を是非やった方が良いと薦めたわけです。現ガバ

ナー、鈴木ガバナーも前年度はガバナー補佐をさ

れていますし、その前の立原パストガバナーもさ

れています。 
ところが今年度については、中井エレクトがどう

しても出ないということでした。中井エレクトは、

所沢クラブの会長は勿論しておりますが、他にロ

ータリーの役はされておらず、しかもこれまでロ

ータリーそのものへの出席も極めて悪いというこ

とで、ロータリーを勉強する意味も含めてガバナ

ー補佐を受けて欲しいと色々な形で説得したそう

ですが、結果として受けないということでした。

この第 3 グループと致しましては、中井ガバナー
補佐ということでずっと進めておりましたので、

最後の最後になって決まらないという事態になり、

その結果私の所に回ってきたという状態です。 
私のクラブには石川パストガバナーがおられます

ので、今回の中井エレクトとの関係につきまして

も、石川さんが一生懸命対応しておりました。し

かしガバナー補佐が決まらないものですから、今

更他のクラブにお願いする時間もなく、入間の中

で誰か引き受けてくれということで私が引き受け

させて頂きました。他のグループは早くからガバ

ナー補佐が決まっておりまして、私が最終的に 2
月に引き受けた時には、今年度のガバナー補佐な

り、地区委員長なりの研修がスタートしておりま

した。ですから、私は途中から入ったようなもの

で、最初の研修等にはでられませんでした。 
私がロータリークラブに入会したのは、私がちょ

うど 40歳の時でした。たまたま私が 30歳を過ぎ
て間もなくの時にあるセミナーがありまして、そ

の講演で非常に感動的な話を聞きました。そのス

ピーチをされた講師の方は青年会議所の OB の方
で、初めて青年会議所というものがあることを知

り、素晴らしい会だと近くに青年会議所が無いか

と探しましたが、私の住んでいる入間には当時ま

だありませんでした。私は入間でも飯能よりの所

に住んでおりましたので飯能でも探しましたが、



飯能にもなく、この狭山にもありませんでした。

そして所沢にあるということを知りまして、さっ

そく所沢に連絡をさせて頂きました。 
こうしたことがきっかけで、所沢の青年会議所に

入会をさせて頂いたのですが、いざ入会してみま

すとロータリーと一緒で、地域のことがメイン、

ロータリーで言えば社会奉仕がメインに活躍をし

ている団体でした。私は入間から所沢まで足を運

んで仲間に入れてもらったのですが、それではい

けないのでしょうが、入間の私が所沢のことを

色々考えるということに中々ピンとせず、正直あ

まり面白くありませんでした。そうしたことから

少し方向がそれてしまいまして、ロータリーにも

色々な委員会があるように、JCにも色々な委員が
ありますので、その中でも地域と離れた経営開発

委員会というところでそちらの勉強をさせて頂き

ました。私としてみればこれがとても勉強になり

まして、楽しい時を過ごさせて頂きました。ちょ

うどその頃、狭山・入間・飯能に青年会議所を作

ろうという機運がでて参りまして、私共の入間青

年会議所はそれから間もなく産声をあげました。

そして狭山の青年会議所が生まれたのですが、ち

ょうどその時から青年会議所にお世話になり、日

本青年会議所に 3 年ほど、その後に入間青年会議
所に 2年お世話になりまして、40歳で青年会議所
は終わりになりますので、卒業を致しました。そ

うしましたらさっそくロータリーから声がかかり

まして、最初はもう少し経ってから入らせて頂く

と言っていたのですが、すぐに入れと言うことで、

たまたま私の父もロータリアンだったもので皆さ

んの顔もよく存じ上げておりますし、せっかくこ

うして勧めて頂けるならばと 40 歳で入会致しま
した。約 20年経ち 60歳になった時に会長をお受
け致しまして、それから地区にいくつか出させて

頂きました。年齢も年齢ですので、もうこれでロ

ータリーの役職上の仕事は終わりにしようと自分

では決めていたのですが、冒頭申し上げましたよ

うに色々な関係からガバナー補佐という立場に立

たせて頂きました。 
ロータリーは私が 60歳の時 2000年~2001年度

に会長をさせて頂きました。この年度に地区リー

ダーシッププラン(DLP)或いはCLPというものが
でてまいりまして、このガバナー補佐という役も

DLPによって生まれました。それまでは分区代理
という名前で同じような役割がありました。この

年度のガバナーは本庄の高橋福八さんだったので

すが、面白くてためになるロータリーということ

を看板に掲げておりまして、大変活躍をされまし

た。その時はグループごとに行っていた IM を合

同 IMに、2570地区が全部一緒になって行おうと
いうことで、会場も歌舞伎座を貸切り、そこで IM
が開かれました。そのときにセレモニーが歌舞伎

座の上で行われたのですが、たまたま会長という

職にあったものですから舞台に立たせて頂きまし

た。それはやはり今でも非常に感激しております。

歌舞伎座の舞台に立たせて頂くことなどあり得な

いことですし、ましてや歌舞伎座は既に無くなっ

てしまいましたので、そうした舞台に立たせて頂

いたということは、私にとって大変思い出深いも

のとなりました。 
ロータリーですが、それぞれのクラブが一生懸

命頑張って増強に努めて頂いておりますが、かつ

てのバブル等華やかな時代に比べると残念ながら

会員数が減少しております。その理由は色々とあ

るのでしょうが、一つはやはりロータリーに対し

て十分な知識を持たないロータリアンが増え、残

念ながらロータリーそのものを理解しないうちに

辞めてしまうということがあります。ロータリー

も既に 100年が経過しており、世の中も大きく変
化しておりますので、ロータリーそのものが上手

くそれに伴って変化できているのかどうか、この

辺も考えるべきところがあるのではないかと思っ

ております。これらの問題をそれぞれ分析、十分

に検討し話し合い、新しいこれからのロータリー

ということについて考えを進めない限り、中々発

展は望めないのではないかと考えております。一

人一人のロータリアンがそうした意味で自覚を持

って、ロータリーを理解する努力をして頂きたい

と思っております。 
今年度、地区に於いては研修(内部的なもの)と外部
に向けては広報、これらを重視しているわけです

が、特に研修に大変力が入っておりまして、地区

にはパストガバナーが研修リーダーとして参加さ

れますし、研修委員、第 3 グループは田中さんに
お世話になっておりますが、それぞれのグループ

に研修委員がいらっしゃいます。それからクラブ

には研修リーダーもいらっしゃいます。皆さん既

に十分ご承知だと思いますが、最近地区では RLI
という新しい研修方法を取り入れ、セミナーも最

近はほとんどこのRLI方式で進められております。
ロータリーが新しく取り入れた手法と言いますか、

ガバナーがサンディエゴでのガバナーエレクト研

修セミナーに於いて色々勉強されてくるわけです

が、それがこのRLI方式で、RLI方式と言うのは、
例えば私がこのように一方的に話して皆さんにお

話を聞いて頂くというものではなく、相対で、私

が壇上から降り皆さんの面前で色々と質問をさせ

て頂く、そして質問をされた方は自分の考えを、

或いは他の人からも色々な質疑が成されているわ

けですので、そうしたことを加味しながら返事を

していくというもので、そこにやり取りが生まれ

るものです。いつ自分の所に質問が飛んでくるか

わからないのでうかうかしていられないというこ

とで、ガバナーも約一週間研修を受けるのですが、

その間本当に缶詰めになり、外に行く時間もない

そうです。 
このように研修に大変力が入っており、力が入

り過ぎて、最近地区でセミナーが大変多く、月曜

日から金曜日まではそれぞれ例会をしております

ので、結局皆さんに集まって頂くことができるの



が土曜日か日曜日しかありません。日曜日まで使

ってということもありますので、そうしますと土

曜日がほとんど何らかの研修で時間をとられてし

まいます。地区の方から会長宛に、或いは担当委

員長さん宛にセミナーの連絡がくるわけですが、

委員長さんは自分の委員会の時だけとなりますが、

会長さん幹事さんは欠席者の代り等、その都度出

席されておりますとこれに非常に時間を取られて

しまいます。そしてまた今年は地区事務所が東松

山にありますので、そちらでの研修会がどうして

も多くなります。そうすると高速道路を使用しな

ければならず、時間的にはたいしたことはないの

ですが、委員長さんの中にも年配の方がいらっし

ゃいますので、少し億劫だという方もいらっしゃ

り、研修への反感がどうしても会長・幹事さんに

集中するということで、ガバナーの公式訪問に私

もお供をし、ずっと回っているわけですが、今ま

でのクラブ全てが「何とかして下さい」というこ

とを言っておられました。そうでなくても会長さ

んは忙しいので無理はないと思います。色々大変

だとは思いますが、是非委員長さんにはあまり会

長さんに負担を掛けない意味でも、研修の要請が

ありましたら出席して頂きたいと思います。 
もう一つは広報ですが、田中作次 RI 会長の RI
戦略計画の中に「公共イメージと認知度の向上」

ということが謳っておりまして、今年度は特に外

部に対しての広報が重視されております。年度当

初は特にこうした考えが強かったのですが、その

後我々が見る限りでは少し低調になってきた気が

します。ロータリーはもともと一般の人達への広

報というものが非常に難しい団体です。例えばラ

イオンズクラブさん等は団体での奉仕を目的とさ

れていますから、団体で車を寄贈する、或いは町

の中に大きな看板を立てる等、一般の人達にも目

で見て分りやすい広報をされていると思うのです

が、ロータリーの広報といいますのは、個人奉仕、

精神奉仕ということに基づいておりますので、な

かなか目に見えにくいということが言えると思い

ます。経験の浅いロータリアンの方には、ロータ

リーを理解するということがそもそも難しいとい

うことで、まして一般市民にロータリーを分かっ

てもらおうといいましても、なかなか難しいこと

だろうと思います。そうしたことから広報に力を

入れようという考えがでてきたわけでございます。 
7 月 1 日から新年度がスタートしているわけで
すが、7 月 1 日の埼玉新聞にはロータリーの特集
が掲載されました。これは 2570 地区とお隣の
2770地区、2770地区からは田中作次 RI会長が誕
生されたわけですが、そうしたことから埼玉新聞

の特集が組まれたわけです。また年度当初にもう

一つ、打ち水大作戦を各クラブで行って欲しいと

いう要請が地区からありましたが、あまり時間的

に余裕がなく、全部のクラブまでは行き渡らなか

った部分があります。最初に 7月 22日、これは暦
の上では大暑という一番暑い日なのですが、この

日に打ち水大作戦の実施という指示がありました。

しかし残念ながらまだ梅雨も明けておらず、特に

この日はお天気も悪かったため、打ち水をするに

はそぐわないということになってしまったのです

が、地区の方からは雑誌に載せるために写真を撮

りに行くから実施して欲しいと言われ、我々入間

クラブと入間南クラブの 2 つのクラブで実施を致
しました。打ち水をすることによって気温を下げ

る等、省エネに役立てようということから行われ

たのですが、撒く水も水道水を使ってはいけない

ということでして、私たちは井戸から水を汲ませ

てもらい柄杓で水を撒きました。 
入間にはイオンというお店がありまして、このお

店は社会的な事業に非常に熱心に取り組んでいま

す。イオンさんの前を、打ち水をする場所に貸し

て頂こうとお願いした所、二つ返事で使わせて頂

き、何とか格好はつきました。その後、クラブさ

んよっては夏になってから本当の打ち水を行った

という報告も聞いております。 
これは本来第 2770 地区の事業ですが、鈴木ガ
バナーは｢さきたま古墳を世界遺産に｣の事業

(2570地区)も共に進めたいとの意向です。 
公式訪問は例年と同じように行われます。例会

前にはガバナー、会長、幹事、ガバナー補佐、そ

して入会 3 年未満の会員も交えた懇談会を行いま
す。鈴木ガバナーは、各クラブの意見や会員の声

を聞きたいとの希望です。1 年に 1 度のガバナー
公式訪問ですから、何か聞きたいことがありまし

たらガバナーに直接聞いて下さい。 
是非よろしくお願い致します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
次の例会  

 
例会臨時変更  
 

11月 20日(火)～21日(水)  
 
家族同伴親睦旅行 
東北岩手・宮城方面 

 
併せて職業奉仕事業、 
 
工場見学 蒲鉾工場｢高政｣） 

 
 
集合時間 
 
大宮駅 新幹線北乗換口 8時 45分 
     (大宮発 9時 06分に乗車) 
 
 
 

      
    

 
 
 
              
 

 
 
若松君 本日は、ガバナー補佐平岡様、ようこそ

いらっしゃいました。ご指導よろしくお

願い致します。 
稲見君 平岡達也 2570 地区第３グループガバナ

ー補佐、ようこそお出で下さいました。

今日一日ご指導よろしくお願いします。 
江原君 第 2570 地区第３グループガバナー補佐

平岡達也様、本日はようこそお出で下さ

いました。卓話よろしくお願い致します。 
古谷君 ガバナー補佐の平岡様、ようこそ。 
    卓話よろしくお願いします。前回は欠席

しました。 
寳積君 事務局斉木さんと市内５幼稚園、尚寿会

でペットボトルのリサイクル促進でキャ

ップを集め、1 年間で杉の木 900 本植樹
に相当するエコ活動が出来ました。 

守屋君 平岡ガバナー補佐殿、本日はご指導よろ

しくお願い致します。 
中谷君 平岡達也ガバナー補佐、本日はお出で頂

きありがとうございます。宅花租よろし

くお願い致します。 
沼崎君 平岡ガバナー補佐、ようこそいらっしゃ

いました。ご指導よろしくお願いします。 
小澤君 ガバナー補佐、本日は雨の中、大変ご苦

労様です。ご指導よろしくお願い致しま

す。なお、来週のガバナー訪問の当日は

恩人の七回忌に当たりますので、残念で

すが欠席させて頂きます。 
柴田君 平岡ガバナー補佐、本日はよろしくご指

導願います。 
吉松君 平岡ガバナー補佐、本日はようこそお出

で頂き、誠にありがとうございます。よ

ろしくお願い申し上げます。 
美女軍団 平岡ガバナー補佐、ようこそお出で頂

きました。 
会員誕生祝 栗原(成)君 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


